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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目凹

 円形脱毛症の原因究明に，近年，免疫学的検討も試み

られている．その一つの方法として円形脱毛症患者の病

巣部皮膚の生検を行ない，蛍光抗体直接法によって観察

し，また蛍光抗体間接法により患者血清中の抗毛包抗体

の検索も施行した．

 研究方法

 蛍光抗体直接法…円形脱毛症患者35例に皮膚生検を行

ない凍結切片を作製し，充分に遊離グロブリンを洗い流

してからFITC標識抗血清IgG， IgM， C3を個々に反

応させ，特異蛍光の局在を検討した．

 蛍光抗体間接法…患老50例の血清を20倍～160倍に稀

釈し，ヒト正常頭皮を基質として用いて反応させたあ

と，FITC標識抗血清をインキュベート後，直接法と同

様の方法で観察した．使用した標識抗血晴はいずれも

Hyland社製で， FIP ratioは2．7～3．3の範囲で用いた．

blocking testを行ない特異蛍光であることを確認した．

 研究結果

 蛍光抗体直接法では病巣部の成長期毛球部の内毛根鞘

毛母細胞間に特異蛍光が認められた．その率は35例中

IgG 17例， IgM 6例， C39例に陽性であった．沈着部

位からみたパターンでは，内毛根鞘毛母細胞間にレース

状に認められたものはIgG I4例， IgM 6例， C33例

であり，毛球部基底膜に認められたのはC3のみ4例に

すぎなかった．

 間接法により離婁50例中，18例（単発型15例中9例，

多発型35例中9例）に」血エ中抗体を証明した．抗体価は20

倍～160倍で陽性を呈したが20倍に最も陽性率が高かっ

た．多発型円形脱毛症の蛇行型（皿型）では3例全例と

も陰性であった．

 直接法，間接法の両建に陽性を呈した症例は毛包周囲

に細胞浸潤を認め，予後が比較的良好でステロイド外用

の有効なものが多かった．

 まとめ

 以上蛍光抗体法の所見は，円形脱毛症の病因として免

疫学的機序が働いている可能性に一つの支持を与えた．

円形脱毛症の予後を予測することはしばしば困難である

が，間接法による血中抗体が予後良好の症例に比較的多

く証明されたことは，この抗体の証明が予後を推測する

上で有意義な手段になりうることを示唆するものであ

る．

論 文 審 査 の 要 旨

 ：本研究は，蛍光抗体直接法により円形脱毛症病巣部における成長期毛球部の内毛根鞘毛母細胞間に

特異蛍光を証明し，又蛍光抗体間接法により，本症患者血清中に抗毛包抗体の存在を証明した．本症

の病因として免疫学的機序が関与しうることを明らかにしたもので，学術上価値ある論文である．
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